
➀骨縛り

木部のり付け

和紙重なり部分に

のり付け

和紙重なり部分

のり付け済み

のり無し

のり付け

骨縛り

▼壁

▼
壁

８
分

骨縛り

2尺
3
尺

骨縛り

骨縛り

ほね しば

（和紙全面のり付けしない）



②際ベタ

数本まとめて

全面のり付け

際ベタは

際のみ貼る紙

貼付け完了

▼
壁

▼壁

際
ベ
タ

際
ベ
タ

１寸５分

際ベタ

きわ



③総ベタ

和紙全面のり付け

骨縛り 総べた

張り付け

刷毛押さえ

2尺

1.
5尺

５
分

▼
壁

▼壁

総べた

総べた総べた

総べた

そう



④袋掛け１回目

毛先部

のり付け

中央部

のり無し

毛先部

毛先部が

表

毛先無い方は

重ねで隠れる

紙をひっくり返し

毛先の無い部分を

のり付け

→総ベタ袋１回目←

1尺

1.
5尺

袋1回目

▼
壁

▼壁８
分

袋1回目

袋1回目

袋1回目

ふくろ がけ



⑤袋掛け２回目

袋１回目と

同じのり付け

袋２回目

袋１回目

張り方向を

逆に

1尺

1.
5尺

袋2回目

▼壁

▼
壁

５
分

袋2回目

袋2回目

袋2回目

ふくろ がけ



⑥鳥の子紙

張り付け

外周→濃いのり

内側→薄めののり

和紙全面のり付け

袋掛け2回目

鳥の子紙

薄め

濃い

濃い

薄め

鳥の子紙

3尺×6尺

▼
壁

▼壁

鳥の子紙

3尺×6尺

とり こ

上張り

上張り

上張り



紙加工

水

水刷毛

定規

水刷毛とヘラで

筋を付けるヘラ

手で裂いて

ケバケバにする



しょうふにのり



袋掛けとは

壁

Ｌ型

手切りにより

ケバ立っている

木の凸凹を和らげる

最低3枚の袋掛け

小さい和紙で

裂けにくい

毛先部（紙段差が少ない）

５分

８分

骨縛り 際ベタ

総ベタ

のり無しのり無し

のり付け のり付け

非毛先部のり付け

収縮収縮

中央部はのり無し（袋）

ふすま（襖）も

袋掛けで貼られている

袋掛け
1尺×1.5尺

ふくろ が



和紙の重ね方

総ベタ

骨縛り

壁

3尺×6尺

袋１回目

袋2回目

鳥の子紙

8分

5分

壁

1尺×1.5尺

1尺×1.5尺

2尺×1.5尺

2尺×3尺

際べた

際べた

1寸5分


